
コーティング繊維織物を活用した杢調（柾目）織物の開発 

The development of quarter-sawn Kasuri textile which utilize coated yarns 
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応募企業が持つ技術シーズである２色押出成形技術および広幅織物製織技術と、織物シ

ミュレーション技術を活用することによって、「柾目」調の絣織物の開発を行い、エクステ

リア対応型カバーシートと木製構造物用化粧シートの試作を行った。今後、風化や腐食、腐

朽から防御する木製構造物用の化粧シートとしての活用を検討していきたい。 
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１．緒言 

応募企業は、企業シーズであるコーティング繊維及

び広幅織物製織を活用することで、インテリアからエ

クステリア用途を視野に入れた、幅広い素材開発に取

り組んでいる。本研究で開発を目指す織物は、織物設

計と製織後の熱処理を組み合わせることで、通気量、

透水量、遮光率をコントロールできるため、屋外用織

物シートとして、また構造物を風化や腐食、腐朽から

防御する化粧シートとして、今後、市場ニーズが期待

できる。 

例えば、公園や遊歩道、キャンプ場、または店舗や

住宅等の屋外に設置されているベンチ、デッキ類の木

製構造物は「木目」独特の質感と景観が広く好まれる

ものの、およそ数年で紫外線や風雨による風化や菌類

による腐朽で劣化が進み、耐候性、耐久性に劣るもの

が数多く見られる。 

そこで、屋外用途の木製構造物の表面に、耐候性と

耐久性に優れた PVC織物シート(化粧シート)を「木目」

調（杢調）に製織し、木製構造物の劣化を防御するこ

とができれば、長期の製品寿命とデザイン性を付与す

ることが可能である。 

一方、「木目」の一つである「柾目」は模様織物の「絣

織」に相当し、これを実現するには「杢糸」(複数本の

色糸を撚り合わせた糸)、または「絣糸」(複数色に染

め分けた糸)と呼ばれる加工糸を作製する必要がある。

仮に「杢糸」「絣糸」を PVCコーティング繊維で再現で

きれば、耐候性と耐久性、デザイン性を兼備した高付

加価値な織物シートの提供が可能となり、幅広い用途

展開が期待できる。 

２．実験 

２.１．実験内容 

本研究の研究内容を表１に示す。 

２.２．実験試料 

本研究で使用した実験試料は表２のとおりである。 

２.３．使用機器 

本研究で使用した機器は表 3のとおりである。 

表１ 研究内容 

表２ 実験試料一覧 

表３ 使用機器一覧 
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３．実験結果と考察 

３．１．杢調のコーティング繊維の開発 

３．１．１． 織物シミュレーションによる撚糸条件

の検討（アパレル CADシステム） 

（１）シミュレーション技術の活用 

応募企業でコーティング繊維織物を製造する場合、

コーティング繊維の製造から織物の製織まで約１か月

かかる。さらに製品開発においては、コーティング繊

維の押出条件から織物の設計条件まで、複数の製造段

階で製造条件の検討を行う必要があり、織物の試作回

数も膨大になるため、企業では人的およびコスト面で

大きな課題となっている。 

 そこで本研究では、アパレル CADシステムにより、

糸および織物のデザインをシミュレーションし、製造

条件を選定することによって、短期間に効率よく、柾

目調織物を開発することを目指した。 

（２）杢調のコーティング繊維および織物のシミュレ

ーション結果 

柾目調織物を製造するためには、経糸に撚りをかけ

た杢調のコーティング繊維の開発が必要である。 

そこでアパレル CADシステムを活用して、撚糸回数

[T/m]を変えた杢調コーティング繊維と織物をシミュ

レーション（条件は表４、表５に示す）し、柾目調織

物に必要な経糸の撚糸回数および緯糸の条件を検討し

た。 

なお、撚糸回数シミュレーションについては、色違

いの２本のモノフィラメントを合わせ、１本の２色コ

ーティング繊維とみなしてシミュレーションを行った。

（図１、図２） 

織物シミュレーションの条件について、織物組織は

基礎的な組織である平組織、経糸密度については細密

である 20[本/cm]、また緯糸は透明糸（柾目調織物に

は、整経時の経糸の配列を維持し、緯糸は目立たない

ことが必要であるため）を使用した。 

まず、図１より撚糸回数を 0[T/m]（無撚）、50[T/m]、

100[T/m]、200[T/m]に設定し、経糸の撚糸回数の違い

により織物表面の経縞の変化について比較した。その

結果、撚糸回数 50[T/m]以上では、柾目調の縦縞を再

現し難いことが分かった。 

そこで撚糸回数を減らし、再度条件を検討した。そ

の結果、10[T/m]以下の条件において、柾目調の規則的

な経縞（図２）になることが分かった。この条件を定

量化するため、１m²当たりのカラーリピート（２色の

切り替え回数：経糸本数[本/cm]×100[㎝]×撚糸回数

[T/m]）を求めた結果、2～20×10³[回/m²]の範囲が柾

目調織物を開発するための条件であることが分かった。 

 よって本研究では、この範囲を満たす経糸用コーテ

ィング繊維の試作を行った。 

 図１ 撚糸回数（0[T/m]～200[T/m]）を変えた織物シミュレーション結果 

表５ 織物シミュレーション条件 

表４ 撚り回数シミュレーション条件 
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３.１.２. ２色押出成形機による杢調のコーティン

グ繊維の試作  

 一般に杢糸を製造するためには、撚糸加工等の多段

階の糸加工が必要になるが、応募企業が保有するクロ

スヘッドタイプの押出成形機を活用することによって、

一段階で撚糸回数を制御した杢調のコーティング繊維

が製造できると考えた。 

本研究では、表６の条件でコーティング繊維（撚り

方向：S、撚糸回数：約 4.5[T/m]）を試作した（図３）。 

図３に示す試作コーティング繊維の断面を観察する

と、加工条件が同じにも関わらず、試作②と試作③は

繊維断面の比率に差があることが分かった。これはカ

ラーバッチの違いが影響したと考えられる。 

３.２．「柾目」模様の「絣織」を実現する織物の開発 

３.２.１．「柾目」調織物を実現するための緯糸の検討 

 本研究においては、新たに図４の織物設計を検討し

た。この織物の特徴は、経糸に対して緯糸のみがクリ

ンプするため、規則的な経縞模様を表現する柾目調織

物を開発することができると考えた。 

緯糸は、経糸に対して柔軟で、細く、経縞模様に影

響しない透明な糸を使う必要があるため、マルチフィ 

ラメントの PETを使用することとした。 

次に織物組織はシミュレーションで検討した平組織

（表５）に対して、応募企業と検討した結果、裏面に

より多く緯糸が配置され、表面に規則的な経縞を表現

できる織物組織（図５）を採用し、そのシミュレーシ

ョン結果は図６のとおりである。 

表６ コーティング繊維の押出条件 

図６ 図５の織物組織による織

物シミュレーション結果 

（設計条件は表５と同じ） 

図３ 試作コーティング繊維断面 

図２ 撚糸回数（10[T/m]以下）を変えた織物シミュレーション結果 

図４ 本研究で開発を目指す熱処理後の織物 

図５ 本研究で製織した織

物組織 
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また緯糸密度は、織物構造を形成できる下限値の

5[本/㎝]から緯糸挿入の上限値である 12[本/㎝]の範

囲において図７に示す織物シミュレーションを行った。   

その結果、この範囲内では、経糸の規則的な経縞模

様を表現できることが分かった。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際には、経縞の柄と織物の軽量化を重視して表７

に示す製織条件で試作を行い、規則的な経縞模様を表

現した柾目調織物（図８、図９）を開発することがで

きた。なお、開発した柾目調織物の仕様は表８のとお

りであり、耐候性について応募企業と樹脂メーカーで

耐候性試験を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方で、織物シミュレーションでは分からなかった

織物の経糸間の隙間が発生し、柾目調の縦縞を再現で

きないことが分かった。 

そこで新たに PETに熱融着糸（ナイロン、56[D]）を

組み合わせ、熱処理により織物の経糸間の隙間の解消

に取り組んだ。 

緯糸は製織時の糸のばらけ防止を目的に、収束性に

優れたリリヤーン加工（図１０）を行った。 

再試作の結果を図１１に示す。緯糸の PETに熱融着

糸を組み合わせ、熱処理を行うことによって、経糸間

の距離が縮まり、織物の経糸間の隙間を解消すること

ができた。 
また、図１２に示す緯糸断面を観察すると、経糸に

対して緯糸のみがクリンプしており、本研究で目指し

た柾目調織物を開発することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ 緯糸用リリヤーン糸（加工後繊度：560[D]） 

（PET＋熱融着糸） 

表８ 試作柾目調織物の仕様 

図９ 織物組織と試作織物 

図８ 試作した織物の外観 

経
糸
 

図７ シミュレーションによる変化組織（図５）の緯糸密度 

の検討結果（経糸密度：20[本/㎝]、経糸の撚糸回数：5[T/m]） 

表７ 製織条件 
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３.２.２. 柾目調織物の試作事例 

開発した柾目調織物を活用して、エクステリア対応

型カバーシートと木製構造物用化粧シートの試作を行

った（図１３、図１４）。 

その結果、①織物を裁断しても熱融着により末端が

ほどけずに、自由形状に加工できる、②織物の緯糸方

向が柔軟であるため、製品の曲率が大きい部分等にお

いても、その形に追従して試作できることが分かった。 

４．結言 

４．１．杢調のコーティング繊維の開発 

・従来、多段階の糸加工が必要だった杢糸について、

応募企業の技術シーズ（クロスヘッド型の押出成形

機）によって、一段階で撚糸回数を制御した杢調の

コーティング繊維を製造することができた。 

・柾目調織物を製織するためには、単位面積当たり

のカラーリピートを、2～20×10³[回/m²]の範囲に設

定することが重要であることが分かった。

４．２．「柾目」模様の「絣織」を実現する織物の開発 

・織物シミュレーションを活用することによって、

短期間で柾目調織物の開発を行うことができた。

・経糸に対して緯糸のみがクリンプする織物設計を

行った。さらに、緯糸に PET+熱融着糸のリリヤーン

糸を使用し、製織後熱処理することによって、織物

の経糸間の隙間を解消することができた。
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図１３ エクステリア対応型カバーシート 

図１４ 木製構造物用化粧シート 

図１２ 熱処理後の柾目調織物の経糸断面 

（緯糸：PET＋熱融着糸） 

緯糸 経糸 

図１１ 熱処理後の柾目調織物表面 
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